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序　相川町には佐渡金山関連の文化財が現在も数多く残されております。この遺跡の中から平成6年5月に佐
渡奉行所跡をはじめ、宗太夫間歩、南沢疎水道、大久保長安逆修塔・河村彦左衛門供養塔、鐘楼、御陵局
佐渡支庁跡、道遊の割戸の7カ所が国の史跡に指定されました。指定と同時に文化庁や新潟県のご指導に
より佐渡奉行所の立体復原が計画され、相川町は計画に基づき、指定以外の金山遺跡や町並み、近代化遺
産群を総合的に活用して町全体の歴史的環境を整える計画に取り組んできております。これは町全体を野
外博物館と位置付けて、他の町村にはない独特な町づくりを進めようとしているものです。
　相川町教育委員会では平成6年度から平成10年度にかけて佐渡奉行所跡の発掘調査を行い、その成果は
文化庁・新潟県教育庁文化行政課を始め、関係各方面の方々のご指導・ご協力を得て平成13年に整理報告
書「相川町埋蔵文化財調査報告第3号　佐渡金山遺跡（佐渡奉行所跡）」を刊行し報告しました。
　この調査では絵図面・文献資料と符合する遺構が検出され、江戸時代の生活や鉱山技術を窺える遺物が
出土し、今後の史跡整備・活用の際に必要な資料を多く得ることができました。
　本書は佐渡奉行所跡寄勝場地区の一画で平成6年度から平成10年度にかけて調査できなかった区域220
㎡を発掘調査した結果をまとめた報告書です。
　今回の調査では鉱石粉の比重選鉱に用いた「舩」と呼ばれる木製の水槽・土坑が検出され、寄勝場の施
設の遺構が寄勝場地区のほぼ全面に残っていることが判明しました。出土遺物は鉱石粉砕に用いた石臼の
破片、18世紀半ばより後に作られた陶磁器、土器などが多数出土しました。この発掘により鉱石精錬作業
場の立体復原を実施するうえで参考となる成果を得られたことと同時に歴史資料として佐渡奉行所関連資
料の補強ができたと考えております。
　発掘調査結果に基づきながら、佐渡奉行所跡の立体復原が進められてこの遺跡が今後人々の歴史学習の
場として、また文化財保護思想の普及と啓発に広く活用されることになれば幸いです。
　最後になりましたがこの調査に多大なご助言とご協力を賜りました文化庁、新潟県教育庁文化行政課に
厚くお礼申し上げます。
平成14年3月
相川町教育委員会
　　　　　　　教育長　　中村　正直
例 口
1．本書は新潟県佐渡郡相川町大字広間町1番地に所在する佐渡金山遺跡佐渡奉行所跡の発掘調査記録で
　ある。
2．発掘調査は国史跡佐渡奉行所跡の復原整備事業に伴い相川町教育委員会が文化庁文化財部記念物課・
　新潟県教育庁文化行政課の指導・助言を得て平成6年度～平成10年度にかけて行った調査と一体を成
　すものとして平成12年度に実施したものである。
3．整理及び報告にかかる作業は平成13年度に実施し、相川町教育委員会職員がこれに当たった。
4．出土遺物と整理にかかる資料はすべて相川町教育委員会が保管・管理・公開している。遺物の註記記
　号は「NS－8」とし、出土地点・層位などを併記した。
5．本書で示す北方位は特に明記しない限り真北である。
6．作成した挿図・図版のうち、既存の図を利用した場合にはそれぞれの出典を記した。
7．掲載した遺物の番号は通し番号である。図面図版と写真図版の番号は一致している。
8．引用・参考文献は著者及び発行年を1　］で示し、巻末に一括して掲載した。
9．本書の記述・遺物観察表作成は滝川邦彦が担当した。滝川の指揮の下に出土遺物の実測は羽二生正夫、
　遺物写真撮影は鎌田直治、図面類のトレースは河村厚子・中川由香がこれに当たった。
10．出土遺物の分類にあたり、陶磁器については見附市教育委員会安藤正美氏、新潟県埋蔵文化財調査事
　業団相羽重徳氏、中条町教育委員会水澤幸一氏に直接ご教示を頂いたが全てを実見して頂いたわけで
　はなく、従って本文中に誤りがあればその責任は全て調査担当者の滝川にある。
11．発掘調査から本書の作成に至るまで下記の方々から多大なご教示とご協力を賜った。厚く感謝申し上
　げる。
　相羽重徳　安藤正美　岩崎尚志　小川忠明　鎌田直治　上林章造　北村　亮　坂井秀弥　佐藤俊策
　佐藤利夫　田海義正　萩原三雄　羽二生正夫　水澤幸一　柳平則子　　（敬称略　五十音順）
調査参加者
岩崎カツミ　岩崎武一　岩崎信子　岩崎フミ子　岩崎道代　鎌田直治　河村厚子　高村タヅエ
中川由香　羽二生正夫　本間ミサ　　（敬称略　五十音順）
凡 例
遺構について
1．遺構図の縮尺は、原則として図版毎にスケールを添付して示している。
2．遺構記号は次の通りである。
　　SK…　　土坑　　SD…　　溝　　SX…　　その他の遺構
　　舩…　鉱石選鉱用の木製水槽及び木製水槽埋設にかかる土坑
3．遺構番号は調査現場で検出された順序で通し番号を付したものをそのまま用いている。
　本書の場合は「SK・SD・SX」の遺構番号を付したものと「船」の遺構記号を付したものの2通りの通
　し番号を用いている。「舩」の遺構記号を付したものは平成6年度～平成10年度に行われた調査からの
　通し番号である。
4．遺構平面図中の撹乱の範囲はアミをかけてこれを示し、遺構平面図添付のエレベ図・個別遺構断面図
　中の遺構覆土以外の土は斜線で示している。
5．遺構の土色観察には「新版標準土色帖」［小山　竹原1967］を用いた。
遺物について
1．遺物図の縮尺は原則として次の通りである。　なお縮尺は図版毎にスケールを添付して示している。
　　1／3　　磁器・陶器・土器・瓦・金属製品・銭貨・鉱津・木製品　　　1／6　　石製品
2．遺物図中の一一一は粕のライン、付着物を示す。
3．口径復元が困難なものは、断面と外形線のみ表示している。
遺物観察表について
掲載No：報告書での通し番号
グリッド：遺物の出土した位置
層　　位：遺物の出土した基本層序名
遺構：遺物の出土した遺構名
種　　類：「出土品の取扱い基準」（平成10年12月24日　新潟県教育委員会教育長）の出土品具体例を参
　　　　　考にした大分類
生産地：陶磁器の生産地毎に中国、肥前系、瀬戸・美濃系、関西系、在地産、備前系、高取・萩、不明に分類
　　　　　した。
　　　　　この内、関西系としたものはどちらかといえば近畿地方で生産されたものを指し、在地産とし
　　　　たものは佐渡で生産された可能性が強いもののことである。また備前系としたものには堺系のも
　　　　のが含まれている可能性がある。
器
銭
法
重
材
木取り
現穴数：石製品の内、拍石（はたきいし）の表面に現存する凹みの数
柄穴数：石製品の内、粉成用上臼の表面に現存する柄穴の数
石
手
施
文
時
備
種：椀、皿、すり鉢など用途別の分類
名：銭貨については銭名を表示
量：略記号では口＝口径、底＝底径、高＝器高を示す。
　　長径、短径、厚みは現存値である。また数値はいずれも単位がセンチメートルである。
量：金属製品、銭貨、鉱澤について計量した。単位はグラムである。
質：銭貨と金属製品について肉眼視で付着した酸化物の色を観察して判断した。
　：木製品の断面を観察して縦木取り、横木取りを判断した。
材：現時点での通称を使用した。
法：土器・陶磁器の成形手法・調整手法・焼成手法・施粕手法を窺える事項
粕：陶磁器に施された顔料・粕薬
様二陶磁器表面に顔料・粕薬・スタンプ・彫刻によって施された文様
期：肥前系陶磁器については大橋編年の5期区分
考：年代観、付着物、形状、その他の事項
実測No：整理作業期間中の識別番号
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1　序　　説
第1章 序 説
1．調査に至る経緯
　佐渡は古代より砂金の採れる所であったが、相川に慶長6年（1601）金銀山が発見され飛躍的な発展を遂
げ、幕府の直轄地となり日本一の金山となった。江戸初期の最盛期には、世界の中でもトップクラスの金
山であったといってよいであろう。
　佐渡奉行所跡は、佐渡年代記によると大久保長安が支配した慶長8年（1603）に相川のうち半田清水ヶ窪
の田地を山崎宗清から買い取って陣屋を築き、翌春に成就すとあり［佐渡郡教育会1935】、これまで鶴子外山
にあった陣屋から移転し、幕末まで佐渡の支配拠点として機能した。
　当地は敷地も広く、陣屋の他花畑・茶室などを備えた豪華な造りであったが、元和4年（1618）鎮目市左
衛門が奉行となり敷地を現在の規模までに縮小し、茶室など贅沢な施設を取り壊した［田中圭一1968】。明治
になると奉行所に大改造を加え［教育財団文庫1901］佐渡県・相川県の庁舎［教育財団文庫1913】に利用し、広間役
宅跡には小学校［相川小学校18891、御金蔵跡には…警察署［教育財団文庫1951】、寄勝場には高等女学校【県立相川高等
学樹が建ったが、それらが移転した後は佐渡奉行所建物は旧制中学校舎の一部に、他はグラウンドに利用
してきた。しかし、昭和17年12月（1942）の火災で奉行所を含め、一切の施設が焼失してしまった。戦後は
新制相川中学校が再建されたが、平成6年（1994）の相川中学校移転後の校舎の取り壊しにより、「佐渡金
山遺跡」の一部として国史跡に指定された1文部省1994］
平成6年5月　文部省告示で国史跡に指定
名称　佐渡金山遺跡
　　1　宗太夫間歩
　　2　南沢疎水道
3
4
5
6
7
佐渡奉行所跡
大久保長安逆修塔・河村彦左衛門供養塔
　　　　　　　　相川町大字江戸沢町1－6
鐘楼　　　　　　相川町大字八百屋町4
御料局佐渡支庁跡
　　　　　　　　相川町大字坂下町20
道遊の割戸　　　相川町大字銀山町
7ケ所
　相川町大字下相川3－2
　相川町大字南沢150・139－1
　　　同　大字大床屋町6－1
　　　同　大字左門町12・14・20・22・27・27－2
　相川町大字広間町1－1
　指定を契機に平成6年に相川町教育委員会では「史跡佐渡金山遺跡保存計画策定書」をまとめ、計画策
定の目的の項で「史跡指定された遺跡・遺構を確実に後世へ残すとともに、史跡指定以外の遺跡・遺構を
含めて保存し、文化的・教育的活用を行う」とした。
　史跡指定以外の遺跡・遺構の取扱い方針は結局この計画の中で示されなかったが、史跡指定の各物件に
ついては個別の保存活用方針の大枠を示した。その中で佐渡奉行所については発掘調査、文献調査、測量
1
2　調査・整理の経過
を経て野外博物館的整備、展示を計画し、文化庁・新潟県教育庁文化行政課の指導のもとに発掘調査を実
施することになった。
　相川町における上位計画としては平成3年3月策定の「相川町総合開発計画」がある。この中で述べら
れている『将来像』には『「文化のまち」地域における文化とのふれあいの機会をひろげ、歴史と風土に
根づいた地域文化を創造し、うるおいのあるまちづくりを目指す。』とある。この理念はその後に更新さ
れる総合開発計画にも受け継がれる。
　「史跡佐渡金山遺跡保存管理計画」策定の翌年の平成7年3月に策定された「相川町HOPE計画」では
計画の目的として「（相川町総合開発計画で示された）将来像の実現を図っていくためには、金山都市とい
う最大の特性を生かした相川町らしいまちづくりを進める必要があり」、平成5年3月の「伝統的建造物
群保存地区保存対策調査報告書」での提言、平成5年3月の「天領の町づくり推進計画」、平成6年度の
「史跡佐渡金山遺跡保存管理計画策定書」との「整合性を図り、かつ、これらの計画書を一体的にとらえ、
金山都市の遺産を活用した総合的なまちづくりを推進する指針を示すこと」とし、博物館法で述べられて
いる伝統的博物館に対する概念として現地展示・住民と行政の二重入力システムを採用するエコミュージ
アム構想を示した。
　平成7年3月には「佐渡金山奉行所跡保存整備基本計画」ができ、発掘調査と併行して史跡整備を進め
ることになった。整備計画は発掘調査の進展や関係各方面の財政状況を睨みながら毎年度再検討を迫られ
る状態が続いている。
　また平成10年3月には佐渡奉行所一部一般公開に先立って「奉行所周辺整備関連アクセス検討業務報告
書」をまとめた。この事業に関連して佐渡奉行所跡敷地の外側にも平成12年度に埋蔵文化財調査が及ぶこ
とになる。
　こうして平成6年度から平成10年度までに国（地域中核史跡等整備特別事業（歴史ロマン再生事業））・
県の補助金を得て復原整備に伴う発掘調査が行われたが、寄勝場地区（第8図）の北西隅の一画に残ってい
た明治時代以降構築の土塁の残っている部分は調査されなかったため、平成14年度に計画されている佐渡
奉行所跡寄勝場復原整備に向けて資料の補完を目的に、発掘調査を実施することになった。
　発掘調査の翌年の平成13年4月には佐渡奉行所跡高台地区の「御役所」建物の復原がほぼ完成し、一
部一般公開を開始した。
2．調査・整理の経過
A　調査経過
　平成6年4月1日に調査組織を次の通り編成発足し、発掘打合せを行って準備を始めた。遺跡の草刈り
を行い測量で平面図を作成しグリッド設定の準備をすすめた。
遺跡名
所在地
調査主体
調査団長
調査副団長
事務局長
佐渡金山遺跡「佐渡奉行所跡」
佐渡郡相川町大字広間町1－1
相川町教育委員会
大寺勝（教育長）
中塚芳春（教育委員長）
駄栗毛寛（社会教育課長）
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1　序　　説
調査指導
主任調査員
調査員
調査補助員
行政指導
事務所長
事務所員
事務局
事務所
顧問
本間嘉晴（日本考古学協会会員）
佐藤俊策（臨時職員）
山本仁（日本考古学協会会員）　大川徹也（社会教育課職員）
村川利章（嘱託）　岩崎尚司（臨時職員）
文化庁文化財保護部記念物課　新潟県教育庁文化行政課
岩崎康一郎（社会教育課課長補佐）
笠井美代子（臨時職員）
教育委員会　社会教育課
佐渡金山遺跡整備調査室
佐渡郡相川町大字長坂町16番地
和倉政三（町長）菊地敏昭（議会議長）坂上善治（総文委員長）
佐藤利夫　浜口嘉寿男　三浦啓作　飯島竹男　本間寅雄　和田憲雄
伊藤邦男（文化財調査審議委員）
西　和夫　田中圭一　萩原三雄　真島俊一　大野保二（佐渡金山遺跡整備委員）
佐々木晴彦（社会教育委員議長）丸家芳三（総務課長）森田明夫（企画振興課長）
佐藤聰夫（農林水産課長）田中満一（商工観光課長）丸山長一健設課長）
田中次英（教育委員会総務課長）原　喜八（水道事務所長）小野寺政之（相川病院事務長）
平成6年度から平成9年度までは奉行所高台地区を調査し、平成8年度からは寄勝場地区も調査に取り
掛かった。平成10年度は寄勝場地区を中心に調査した。この5年間の調査面積合計は1＆542㎡である。い
ずれの年度も冬場に基礎的な整理作業を行っていたが、平成11年度から平成12年度に本格的な整理作業を
行い、平成13年3月に平成6年度から平成10年度までの調査の整理報告書を「相川町埋蔵文化財調査報告
第3」として刊行した。その間平成12年には佐渡奉行所跡出土品一括471点が新潟県指定有形文化財に指
定され（考第21号　平成12年3月24日付け及び教文第461号　平成12年4月1日付け）、全ての出土品が
文化庁より相川町教育委員会に譲与されている（委保第31の119号　平成12年1月12日付け）。
　今回の発掘調査は平成6年度から平成10年度までの調査で用いた調査グリッド（第8図）をそのまま利用
し、平成12年10月までに調査区に生えている松を伐採し、転落防止用の防護柵を設置した上で10月上旬に
重機iで明治時代以降構築の土塁を掘削して10月16日より人力による掘削を始め、12月9日まで調査した。
　10月17日　調査区を東西南北の横切るように設定したセクションベルトの層位を観察し、明治時代以降
構築の土塁を成す土と土塁構築以前の土から成る調査区内の基本層序の概要を確認。
　10月18日　平成6年度から平成10年度までの調査で用いた調査用グリッドを調査区内に設定し、遺物の
採り上げを容易にする。
　10月20日　明治時代以降構築の土塁を構成する土をほぼ除去し終える。
　10月24日　土塁構i築以前の土を掘り下げ開始。
　10月27日　遺構検出開始。
　10月28日　重機を用いて、調査区を東西南北に横切るように設定したセクションベルト（E3－18・19、
E3－23・24、　E4－2・3・4・5、　F4－1・2・3）を掘削。　E4－2・3・4・5、F4－1・2・
3
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3部分は土塁に伴う石組水路をも除去したため他の区域よりも検出レベルが低くなった。
　11月2日　文化庁文化財部記念物課　坂井秀弥調査官、新潟県教育庁文化行政課　田海義正主任調査員
来訪。
11月8日
11月23日
11月24日
11月30日
12月9日
平成13年1月
　なお、平成12年度の調査体制は次の通りである。
遺構掘削を本格的に開始。
全体写真撮影。
機材・遺物撤収。
平面図作成・レベル測定終了。
調査区に浜砂を人力で平均10cmの厚さで散布し、遺構は浜砂で充填する。
　重機による埋め戻し。
調査主体　相川町教育委員会
事務局　相川町教育委員会
調査担当　相川町教育委員会
教育長職務代理者
総務課長
社会教育課長
同課長補佐
同主任調査員
　同　　主事
　同　　主事
山本輝久
斎藤　正
大平三夫
佐藤俊策
斎藤本恭
滝川邦彦
B　整理経過
　整理作業は相川町教育委員会社会教育課佐渡金山遺跡整備調査室にて行った。
　平成12年12月1日に出土遺物を洗浄。洗浄した出土遺物は平成13年度に乾燥させた。遺構図面の基礎整
理は調査員が平成13年度より断続的に行った。
　平成13年9月から平成14年3月にかけて相川町教育委員会社会教育課職員の指揮の下、注記・接合・分
類・実測・トレース・図版作成・写真撮影を整理作業員の協力を得て進め、遺物観察表作成・台帳類作
成・文章執筆は職員が行った。
なお、整理体制は次の通りである。
整理主体　相川町教育委員会
事務局　　相川町教育委員会
整理担当　相川町教育委員会
教育長
社会教育課長
　同　　参事
　同　　主事
　同　　主事
中村正直
斎藤　正
大平三夫
斎藤本恭
滝川邦彦
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第n章　遺跡の位置と環境
1．位置と地理的・歴史的環境
A　位置と地理的環境（第1・2・3図）
　佐渡ヶ島は、本州、北海道、九州、四国、沖縄を除くと、日本最大の島で、面積約857㎡、周囲227㎞の
広さである。中央の国仲平野を挟んで北に大佐渡、南に小佐渡と分かれる。大佐渡山地には標高1，173m
の金北山をはじめとして1，000m近い比較的高い山並みが連続し、小佐渡丘陵は標高645mの大地山を最高
として比較的低い山並みとなっている。佐渡ヶ島で確認される最古の岩石は今からおよそ2～3億年前の古
生代後期のものであるが、佐渡ヶ島の大部分は火山によってできた火山岩類および日本海の海底で堆積し
た地層が重なったものである。火山活動は約2，000万年前で、それによって入川層、相川層、真更川層、
金北山層が形成された。この火山活動によって、安山岩、流紋岩の溶岩や軽石、火山灰が多量に噴出した
が、佐渡鉱山等の金銀鉱床は、この火山活動に関係してできたとされる。他の岩石としては、凝灰岩、玄
武岩、硬質頁岩などがある。日本海が誕生するのは今からおよそL700万年前である。この時に堆積して
いったのが下戸層、鶴子層、中山層である。これらの地層が隆起運動で変形しながら海上に現れ、佐渡ヶ
島が誕生した。佐渡ヶ島が現在とほぼ同じ形になったのは今からおよそ数十万年前とされている。第四紀
の中頃になると隆起運動が活発となり、高い山地が形成され、それと氷期・間氷期の繰り返しによる海面
の上下運動が重なり段丘地形が作られていった。現在5段の段丘面が確認されている。国仲平野は中央部
が沖積層であるが、周りには中位段丘、低位段丘がよく発達している。加茂湖はこの中位段丘によって囲
まれている。平野西側の真野湾にそって八幡砂丘が発達している。噺潟県教委2㎜】
　大佐渡山脈の西側の海沿いは外海府と呼ばれる。金北山を主峰に険しい山々が海岸近くまで迫っている。
これらの山々から海へと流れ出る主な河川は38本を数える。
　地形はほとんどが台地と急斜面となっており（第1・2図）、砂浜の少ない切り立った岩盤からなる海岸
線は国の記念物（名勝）に指定されている。佐渡ヶ島は現在も隆起を続け、隆起量は大佐渡地域が大きい。
集落は海岸沿いの海成段丘面上や流出河川によってわずかに形成された扇状地上に立地し、耕作地は主に
集落背後の海成段丘面上に広がっている。集落背後の海成段丘面は流出河川によって深く挟られて独立し、
舌状台地の形を呈して集落の背後に迫っている。これらの舌状台地から始まる尾根の上を南東へ進めば大
佐渡山脈の主稜線を越えて国仲平野へと向かうことができる。流出河川によって侵食が進んでいき潟湖が
平野化した様子が相川町大字石花では考古学的に裏付けられている。【相川町教委1983】
　相川湾の入江もそうした侵食による堆積はある程度進んでいたであろうが大部分は江戸時代以降の埋め
立てである。【佐藤俊策19941
　相川湾より南は二見半島と呼ばれ、外海府地域とは区別されている。第四紀の中頃に活発化した隆起運
動の大きい区域にあたり、段丘地形がよく発達している。［小林、神蔵19931大佐渡山脈の南端にあること
から集落背後の山は緩やかで、灌慨設備が整ってからは集落背後の内陸深くまで耕作地が広がっている。
ここも地形はほとんどが台地と急斜面からなっており、集落は海岸沿いの海成段丘面に立地している。流
出河川による侵食は外海府地域ほど大きくない。
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1　位置と地理的・歴史的環境
　佐渡金山遺跡（第1図一25）は道遊割戸・父の割戸・大立坑・青盤間歩等を擁する鉱床地域から北沢（濁
川）沿いに扇状に広がり、水金沢と間切川（南沢）によってそれぞれ隔てられた2つの尾根の先端部近くまで
が周知の埋蔵文化財包蔵地として登録されており悌2・3図）、2つの尾根うちの南側の尾根（濁川と間切
川によってつくられた尾根で、上町台地と呼ばれるH第2図）は初期・前期の相川町と重なる部分が多い。
例えば（株）ゴールデン佐渡の経営する「佐渡金山」の第3駐車場は鉱山集落の跡地であり、初期の鉱山集
落である上相川の跡の一部も佐渡金山遺跡に含まれる（第3図）。
　さらに尾根をさかのぼれば青野峠を経て佐和田町の鶴子銀山の鉱床地帯へとつながる（第1図）。その尾
根の先端部に佐渡奉行所跡が立地する（第2・3図）。
　佐渡奉行所跡は西側の眼下に相川の町並みを見下ろし、調査面積は18，762㎡を測る。相川の市街地は海
岸に沿って南北に伸びる下町と前述の緩い傾斜を持った段丘上を東西に伸びる上町（かみまち）からなり、
T字状を呈する。上町と下町の問は勾配の急な段丘斜面によって隔てられており、そのため上町と下町は
石段のあるいくつかの坂道で結ばれている（第2・3図）。
6
窒菖
蓄
甦
裟
ξ
§ 書 窪
8舷
扉雄桔督ひ叶違逼
蹄
雀
工
己
口
吋毬
堪■菅
鏡
舗
皇
雲
曽
薗
呈
欝
5
9
裏
よ
ま
巳
尊
責
享
ξ
菜
ξ
き
叢
璽
ξ
耳
書
／
扶
署
ヨ1
鵠
お
妻
雛
塁
9
謂
　コ
篇
‘
§
書
■
是
‖
霜
書
素
這
轟
ヨ
ぼ
富
嵩
嵩
‡
ε
旨
ξ
署
忠
謂
▽
≧
璽
目
オ
喜
封
震
s
董
窪
萄
碧
貰
甦
蔓
苫
豆
貰
田
≧
≧
量
±亀8
8
塁
量
聾
塁
皇
墓
ξ
壽
冨
o
讃
5
』
芦
藝
4
酷
口
惚
鳥曇
胃
孟
畠
き
詔
習
良
3
霞
曇
壕鼎転
徽㍉
ぷ
ぷ蕊
　パロ　　涜
　　　　　　　　　　　ま　　　　ロコロト　　　　　　＿一憤熟
　　　　、パい∀ご¶燃蕊
膓
4＼
？
ブ‘㌦
．ヱ
巴
ζ
一難
　　　　　　、．鱒懇
　　・昌ぷ　、　　ヌ
　　　　酬鯉　磁ピ・
〉
※
　のロロ　　　　h
　　　I
畦　　　十
姦　画
原奥⊇・
緩一
s講
　難
タ　ざ　なミ莱§
鰹灘追灘懲莫⊇
　●　　　ぺ　 ●」o　．ぷ　 ㍗
　　ぶ　　　　　｝　．師
　為竃
’欝
旦wノ
思
x輌薩
ト滋
蓬‖
　●　　　　　　　　“
・　滴　　．　　　…
　篭　■蒜　　」
　　“‘；
o　　，藁
（
卜
’
．
丁
汀
ぷ禅　㌔
．遠…
＞　　　　x　誘が
藍
灘灘
＼　　塔螺灘
　　　　ぷ難　　噛‘　　灘灘遁
噛9
　］
　　　　　　寸元　　 　　〔
・「 ?B潔撒．
　　鴛主
　　・鰭
エ
堅
臓s
ね
）、・ マト @芝　メ　　ィ
㌣袖
蝟　　ぱ
乳　　野　　吟
L5°°°2　＿　＿
5儒　・
艶幾
嬬　 ≠●ド @　　マ
鷲擢．　一
　江ぶ、　テ　・灘，、
難鞭誇
　　　　　　　　　　　　　・纒
　　　　　自侭二w
　　　　　　．＿、き　　ギ
灘
ぷ悉、ぶ
　ピ　　　パ‖二Ω
㌘「e＿
織．
’
㌦
ワ
ー／△
　応＼纏
　　畔毒一
蕎著頴　　　：．
　　鞠茨
ヘパ
；塁
顯慧
パ蛤函
欝
㎡早
　浜・・煙　　　＿
’ま蟹竃熟議
漣　～詩，
己蘭 @〆・瑳
ふ婚
．繰．
　　鐵
　噺　斑糖獅
…
纒鵜鑛．
　　　　　吉3　‘
　　　ゴ　　　　　　　　　　　　ざ
　　総　　遷
　　　へ．　1享・
翻藁 舞
な
叉
｝
㌢　　‖　　　竃］
　　苔　・　　∨』1
　　　¶方　゜
言胃
　　　　　　　　ひw’｝9
　　　　乙
1
　ヒ
纂《
驚
61
※
　　　　笏　　　　　’、
々
‘　i ※
＄
）一　　＼
タメ
灘議
プ
ぷ
綜
％w
藩
　　　　　　　．灘
　　　　パ　　　　のぺ
蕊簿．
㌃
，苔
‘‖
ば…
諺
￥
×紗
蔦　　●　　鴨
A剛迎■硲●●柵■　兵肯ふ万　　■斑■●　　　有　　岨　　■逢頑■膓■
呵
月
印
婿
新
相
川
町
第1図　相川町の地形・遺跡（説明に不可欠なものについては佐和田町の遺跡も位置を示した。）
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1　位置と地理的・歴史的環境
B　相川町の遺跡（第1図）
　佐渡ヶ島では旧石器時代の遺物が単独資料では見られるが追加資料の出現が待たれている状況である。
［堅木1998】相川町では旧石器時代のものと言える資料は採集されていない。
　縄文時代にはいると早期の資料が南佐渡に主に見られ、縄文中期には遺跡が全島で見られるようになる。
国仲平野では海水湾入部の台地先端に集中して分布するが、相川町のある大佐渡山系西側の海成段丘面に
は石器・土器の散布地で面積の狭小なものや海食洞穴が分布する。事例の増加を待たなければならないが
定住的な遺構を明確には伴わない遺跡が分布すると言える。1佐藤俊策1993】
　弥生時代の遺跡では中期以降のものが確認されており、それらは弥生時代中期以降の国仲平野での半専
業的な稲作を裏付ける遺跡とは裏腹に面積の狭小な土器散布地や海岸沿いの土器散布地である。噺潟県考
古学会　1999】本格的に調査された夫婦岩・浜端洞穴遺跡（第1図一34・35）では弥生中期の北陸系・東北系
の土器が共伴し、管玉製作時に出た剥片と思われる緑色凝灰岩片、卜骨片、天王山式土器が出土した。
1相川郷土博物館他1969】
　佐渡ヶ島では今のところ前期古墳は発見されていないが、相川町大字鹿伏出土と伝えられる宮内庁所蔵
資料には碧玉製車輪石・金環・ガラス製小玉など24点があり、前期古墳の存在が窺われる。古墳時代後期
には海岸沿いの土器散布地とともに6世紀頃の北九州系と見られる石室をもつ台ヶ鼻古墳、6世紀後半以
降築造のものでは相川町の二見半島の西半に8つの円墳がこれまでに確認されている（第1図一27・28・
29・30・40・41・42・46）。［相川郷土博物館1964新潟県考古学会1999】いずれも海成段丘面の端の海岸を見下
ろす位置に築造されている。これらの古墳では大字橘の橘古墳が1960年に調査された。古墳は盗掘されて
いたが横穴式石室から壮年男子2体以上の人骨、碧玉製管玉・ガラス製切子玉・滑石製臼玉・直刀・鉄
鍛・鍔・鎌・鍬・土師器が出土した。［相川郷土博物館19611外海府地区では同時期の古墳は確認されていな
いが二見半島での遺跡分布が示すように海での生業を前提にした生活に不都合があったとは考えられず、
事実、弥生～古墳時代の土器片は採集されている。［金沢他1964】
　奈良・平安時代には海岸沿いに広範に製塩土器が散布する地点が確認されるようになる。二見半島では
8世紀前半に須恵器生産が開始され（第1図一32・36・49）、9世紀中葉以降羽茂町小泊に佐渡島内の須恵
器生産地が集約されるまで操業された。8世紀前半における須恵器生産の開始の背景には律令制下におけ
る手工業生産体制の整備等の事情が考えられ、二見半島の須恵器生産終了後も10世紀まで相川町の海岸沿
いで続く製塩遺跡はその流れの中で考えられるとされている。［坂井1990坂井他1991】この頃外海府地区の
石花川河口近くで営まれた集落遺跡である馬場遺跡（第1図一14）が1982年に本格的に調査され、6世紀～
9世紀までの土器・須恵器が出土している。この遺跡の調査にかかった部分は海岸砂丘上の祭祀遺跡と捉
えられた。その立地から港湾機i能が想定される。［相川町教委19831
　相川町には中世前半の遺跡は判然としない。中世後期になると海岸沿いに塩焼きを想起させる地名の他、
旧相川・二見半島には地面を掘り込んで壁面が真っ赤に焼けている穴が3例ほど知られる。これらは鉄釜
による煎熟が想定され、実際に二見半島の送崎遺跡（第1図一47）では14世紀の珠洲焼が出土している。［金
沢1966坂井1990佐藤俊策1994】
　現在の集落の背後に聾える海成段丘の端には中世の遺物散布地や城郭の縄張りが確認され、相川町大字
北片辺の北片辺城跡（第1図一16）が1984年に調査されている。北片辺城跡の調査では柱穴・堀状遺構が検
出され、遺物は中世の包含層とされる土から珠洲・須恵器・瀬戸美濃陶器が出土している。［相川町教委1985】
　16世紀には砂金採取によらない金・銀の採掘が採掘地に隣接した場所に鉱山集落を伴って行われるよう
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になり、二見半島野坂、旧相川の山奥上相川に集落跡が残る。外海府地区にも段丘上の地名から中世の採
掘が想起されている。江戸時代に入ると旧相川の鉱山が莫大な投資を得て採掘されるようになるが二見半
島や外海府地区でも沢沿いで坑道掘りによる小規模な採掘は常に行われ（第1図一8・9・10・33・48）、採
石業・製炭業とともに相川金銀山の補助的な役割を果たした。［小菅1966】
　相川では、大字下相川に江戸時代初め石工専業の集落ができた。大字下相川の一帯には吹上（球穎状流
紋岩）、水金沢（凝灰角礫岩）、大沢（安山岩、安山岩質凝灰岩）等の石材山地があった。外海府方面、二見方
面では関の寒戸（石英安山岩）、片辺鹿野浦海岸（礫岩）、戸地南海岸（溶結凝灰岩）、小川北海岸（凝灰岩）、大
字鹿伏の春日崎（凝灰角礫岩）等がある。この中で片辺鹿野浦海岸の礫岩は鉱山臼の下臼に使用された。そ
の石切丁場開発は江戸時代の初め頃である。また、大字下相川の吹上の球穎状流紋岩は鉱山臼の上白に使
用された（第1図）。［相川町史編纂委員会19731
C　佐渡奉行所跡周辺の遺跡（第3図）
　佐渡奉行所跡は相川町中心街のほぼ中央に位置している。周辺には縄文時代～江戸時代の遺跡が見られ
る。海成段丘上には縄文時代・奈良平安時代・中世の遺跡がある。吹上遺跡（第3図一7）のような海岸の
すぐ近くにある遺跡からは製塩土器が出土する。相川町の下町地区は17世紀初頭から18世紀初頭にかけて
の埋め立てによって造成された部分が多いことから中世以前には海浜と低湿地が広がっていたと思われ
る。相川町下町地区での土木工事・建設工事の際に発見された下戸岩陰遺跡（古墳H第3図一6）、大字塩
屋町の赤化した海浜層（塩焼きの跡か）［佐藤俊策1994］は当時の海岸線に沿って立地していたもので、中世
以前には人々は海成段丘上のわずかな平坦地で主に耕作・居住し、段丘崖の手前まで迫る海を利用して生
活していた様子がわかる。
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H　遺跡の位置と環境
D　相川町の成立・展開（第3・4・5・6図）
　佐渡ヶ島の中世における支配者は本間氏である。本間氏は大仏北条氏の家臣であり、承久の乱後に地頭
代として佐渡に入国し、土着の支配階層を温存しながら配下に治め、開発に伴って徐々に増加する所領を
庶子に分け与えながら分立し、越後の上杉氏の佐渡攻略による敗北まで実質的に佐渡を支配したとのイメ
ージが定着している。1田中聡2㎜1
　時代は下るが室町時代後期の佐渡における一般的な農村支配形態は穀倉地帯を押さえた強大な力をもっ
た地頭（代）のもとに、各村々にはその代官である村殿（在地名主）がおり、村殿はさらにその下に「垣の内」
民の代表者である殿原（二次的名主）を把握して段階的に年貢収取に当たるという構造をもっていたことが
明らかにされている。［山本1966】
　現在の佐和田町にある鶴子銀山（第1図）で1542（天文11）年に鉱石を砕いた粉末を鉛の湯の中に溶かして
金や銀を回収する「灰吹法」という技術が導入されると貴金属の生産量が飛躍的に増加すると同時に採掘
地の近隣に採掘・精錬の固定的な拠点が必要になり、鉱山集落が出現するようになった。｛小菅1995］こう
して生まれた鉱山集落を地名からうかがうと、採掘現場と集落の境界付近に「代官屋敷」「出居の内」な
どの地名が認められ、「出居の内」は低い土塁に囲まれて他と区別されているという。また付近からは土
器・鉱津が出土する。このことから支配者が採掘を直接支配する代官の館や鍛冶の施設がおかれていたこ
とがわかるという。
　その頃この鉱山集落の下流に当たる地域の沢根や五十里ではそれぞれの村殿が港湾機能を備えて急速に
発展する海岸沿いから背後の海成段丘上に居館を移すようになる。また沢根・五十里を領有していた河原
田本間氏もそれまでの居館を背後の山に移して、海岸の砂州上に城下町として河原田町の町割を行ったの
は1560（永禄3）年である。河原田町の領主である河原田本間氏は1589（天正17）年上杉景勝の佐渡攻略によ
って滅ぼされるが、河原田・沢根・五十里町は存続した。［田中圭一1993】
　戦国期の鉱石採掘は初め山頂の地表部に近い富鉱帯の鉱石を露天掘り式に掘り進むか、地表部の鉱脈を
溝状に掘削したものと考えられる。岩盤の中に穴を掘って掘り進む坑道掘りの始原について記録はないが
露天掘りや溝掘りで地表に近い鉱石を掘り尽くす段階で自然発生的に始まったものと思われ、16世紀の半
ば頃に坑道掘りと灰吹法による銀生産が全国的に普及したものと考える研究者もいる。［小菅1gg5］佐渡島
内で坑道掘りと灰吹法による採掘が行われるようになった時期については不明だが鶴子銀山の奥山に位置
し、岩質の硬い相川金銀山の再開発が前記の2つの技術の組み合わせによって初めて可能になったのは想
像に難くない。
　現在の相川町に当たる地域では16世紀の末に「金山町」が1601優長6）年の六十枚間歩・道遊・父（て
て）の割戸の開発を予測して行政的に独立している。［佐藤利夫1993】この鉱山集落は江戸時代の資料では上
相川と呼ばれている地区であり、立地上一見相川湾から物資を出入りさせた方が効率が良いように見える。
事実、相川町大字下相川の戸川山本興寺は1506（永正3）年あるいは1572（元亀3）年の開山と伝えられる［佐藤
利夫19931が、しかし主にこの鉱山集落（上相川）への物資の出入りは現在の佐和田町側の上相川番所・六十
枚番所をへて峠越えで沢根・五十里にて行われていたようである。
　上相川と呼ばれる地区以外にも鉱山町は広がっている。例えば1600年頃には左沢の鉱床の開発拠点とし
て間ノ山地区（現在の史跡佐渡金山第3駐車場）に鉱山集落があり［間島1993】、また1603（慶長8）年以前には関
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原宗清という山師が後に佐渡奉行所が置かれる上町台地先端部を所有していたことがわかっている。［相川
町史編纂委員会1978】
　1600（慶長5）年佐渡の代官となった田中清六は五十里地内に館を構えて沢根の商人と利害対立する形で
五十里に港湾施設を整え、物資の輸送に力を入れる。田中清六は専ら鉱石の採掘・精錬を行う上相川への
物資輸送では隔地間の価格差を利用して莫大な利益をあげたとされる。しかし、急速に増大する鉱山町人
口に物資の供給が追いつかず、また運上入札制のもとの野放図な鉱石採掘がもたらす鉱山の荒廃が表面化
して田中清六は更迭され、1603優長8）年大久保長安が佐渡の代官となった。
　このときの大久保長安らにとっての急務は谷底から排水坑を多く掘って水没した坑道を再興すること、
不足物資を他国から供給して物価を安定させることであった。そこでそれまで佐和田町の鶴子にあった代
官所を相川湾を見下ろす上町台地先端に移し、翌年この「佐州御役所」が完成してから佐渡に渡り、金銀
山の検分をし、具体的な都市計画を指揮した。都市計画の骨子は鉱山から上町台地の尾根伝いに道路をつ
けて、鉱山一佐渡奉行所（当時は陣屋と呼ばれた）一相川湾の港を結び付け、相川湾の港には荷揚げ場を設
けてそれぞれに番所を置き、取扱い商品別に商人を集住させて座を組織させ物資を集めさせ、それまでの
ように沢根・五十里に港湾機能を依存しないようにするというものであった。物資が潤沢に供給できるよ
うになると専売の特権は意義が薄れて取扱い商品別の集住は崩れていく［田中圭一1993】が現在も町内には商
品名のついた大字が残る。
　相川町成立以前からあった鉱山集落はその後も鉱石採掘の拠点として存続した（第4・5・6図）。
　1620年代からは、代官頭としての性格を帯びた人物が相川に滞在して地方代官が佐渡島内各地の代官所
に赴任するというやり方を改めて、佐渡島内の各所の代官を相川の奉行所に呼び戻し、河原田・小木・赤
泊・夷などの代官所をなくしていった。代官所に替わって他国移入の物資や人々の往来を支配統制し、関
税徴収事務を行う「番所」の機能を充実させていく。［相川町史編纂委員会1978】
　こうして相川町の機能は鉱山町としてよりも佐渡一国支配のための府としての意味が強まる。そして
1629年（寛永6）の一町目から四町目までの埋め立てから1711年～1715年（正徳年間）の市町の形成に至るまで
町屋が広がり、下町地区が発展していく（第4・5・6図）。［佐藤利夫1993】
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第4図　相川町近世遺構分布図（1694年）（相川町教委1994より転載）
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第6図　相川町近世遺構分布図（1826年）
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（相川町教委1994より転載）
2　佐渡奉行所の沿革
　　　£
①寛政2年（1749｝
▲
　　　　．／
仁ノ
／
②寛政11年（1799〕
）
③天保6年く1835｝
　▲
④文久2年（1862｝
　△
⑤明治期
2．佐渡奉行所の沿革
　佐渡奉行所跡の整備復原は遺構を損傷する度合いが
低く且つ最も資料に恵まれた幕末の安政期（1854～1859｝
の姿で行う方針で一貫している。
　佐渡奉行所の沿革については「史跡佐渡金山遺跡保
存管理計画策定書」（相川町教育委員会1994）　「相川町
埋蔵文化財調査報告第3　佐渡金山遺跡（佐渡奉行所
跡）」（相川町教育委員会2001）に詳しい（第7図）。
　さらに「新潟県歴史の道調査報告書第12集　相川街
道　松ヶ崎街道」（新潟県教育委員会1998）には現存の佐
渡奉行所絵図の一覧表（第1表｝が収められている。
No． 絵図表書 所蔵者 寸法cm
①
寛延元辰年七月
ｲ州御陣屋御役所向
芻?末n引
『佐渡国略記』
M崎文庫
44×22
② 寛延二巳年造営
苺?s所之図
教育財団文庫 40×50
③ 寛政十一未年御焼失
ｲ渡奉行御役所絵図
教育財団文庫 58×65
④ なし ㈱ゴールデン
ｲ渡
112×75
⑤ なし めおと岩観光㈱ 95Xl17
⑥ 佐渡奉行所見取図 教育財団文庫 49×65
⑦
御役所向並寄勝場両
莓?﨤ｼ御長屋其外
w問所絵図
相川郷土博物ﾙ 119×128
⑧
御役所向並寄勝場両
莓?﨤ｼ御長屋其外
w問所絵図
小林栄吉 109x133
⑨ なし 長岡市立中央
}書館
⑩ 安政六未年建築 『荒磯部文庫』
叶?ｽ土博物館
52×74
⑪ 文久二戌年四月F 群馬県『赤石ﾆ文書』
⑫ なし 『荒磯部文庫』
叶?ｽ土博物館
47×37
第1表現存する佐渡奉行所絵図一覧
　　　（新潟県教委1998より転載）
第7図　佐渡奉行所変遷図（相川町教委1994より転載）
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第皿章 遺 跡
1．調査方法
A　調査区の呼称とグリッドの設定（第8図）
　当調査区は佐渡奉行所跡の「寄勝場地区」の北西隅の一画を占めるが諸般の都合で「NS－8」と呼称
した。
　グリッドは平成6年から平成10年度にかけて行われた佐渡奉行所発掘調査時に用いたものをそのまま使
用し、大グリッドE3・4、F3・4に該当する場所の内の220nfを調査した。
　平成6年度から平成10年度にかけて行われた佐渡奉行所跡発掘調査で用いたグリッドは奉行所正門前を
南北に走る堀の中に設けられた防火水槽の北壁に沿った東西の線上に任意の点を取り、奉行所正門前を南
北に走る堀と平行な線をグリッドの基準線としてこれと平行な線を縦軸とし、これと直交する線を横軸と
した。これらの線で15m方眼を組み、これを大グリッドとした。グリッドの縦軸の方向は真北より7°西
傾する。また、グリッドは南一北方向を算用数字、東一西方向をアルファベットとし、この組み合わせに
より表示した。小グリッドは大グリッドを3m四方に25等分したもので、1～25の算用数字で表し、北西
隅を1、南東隅を25とし、「5D－1」のように大グリッド表示の後につけて呼称した。
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第8図　佐渡奉行所跡グリッド設定図（相川町教委2001aより転載）
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1　調査方法
B　基本的な調査工程
排水方法
　適宜電動ポンプを用いて北側を走る県道の側溝に排水した。
排土方法
　人力で調査区に隣接した場所に排土した。
盛土・包含層削平
　調査区となる区域のほぼ全域が明治時代以降構築の土塁とそれに伴う石組水路だったため、重機を用い
て土塁部分を先に削平し、土塁の断面を含む調査区メインセクション図を作成した。その後、土塁に伴う
石組部分を重機を用いて掘削した。また調査区の北の崖下には一般県道大間・白雲台・乙羽池線が走って
おりこれは生活道である。調査期間が降雨の多くなってくる時期であることを勘案して崩落等の危険防止
のために調査区の北の崖に接する部分を幅約2m残してその部分については土塁を構成する土の下部及び
包含層を掘削しなかった。
　削平した土塁は頂部からの高さが約3mである。土塁を構成する土の下から出てきた炭混じりの土は重
機で慎重に掘り下げた部分と人力で掘り下げた部分がある。
土塁に伴う石組水路の部分は水路を構成する石を重機で除去した後、人力で掘り下げた。人力で包含層を
掘り下げる際には石臼片を含む遺物が多く出土し、作業員の手を煩わせた。
層序確認
　当初土塁部分を重機で削平した際に土塁の短辺の断面を観察できるようなセクションベルトを残してお
き、それを「南北メインセクション」と名付けて記録を作成した。
南北メインセクションで観察した土層を基に調査区内の土層を「土塁を構成する土」・「寄勝場稼動時の
生活面になり得る土」に大別した。
　当初の重機作業で掘削せずに残した石組水路部分とその延長線上の調査区端の壁が次第に周囲より高く
なっていくのを見計らってこれを「東西メインセクション」と名付け、記録を作成した。
遺構精査・発掘
　寄勝場稼動時の生活面になり得ると考えた土で最も新しい層を検出面とし、その層まで重機及び、人力
で掘り下げた後マトック鍬（小）、ジョレンを用いて遺構の平面的な広がりを確認するための作業を行った。
　遺構発掘は半裁した後に土層観察・記録して完掘した。また、切り合っている遺構は切り合い関係を確
認する為のトレンチを設定してから発掘の順序を決めたが、切り合い関係を確認するトレンチで観察・記
録した土層はそのまま遺構の土層記録として用いた。観察・記録した土層及び遺構完掘後の状況は写真撮
影による記録も行った。
　遺構はピット・土坑・溝・性格不明遺構に分けて、遺構番号はそれらの遺構種類毎とせず調査区内での
通し番号をふった。
遺構実測
　縮尺20分の1で調査員・もしくは調査参加者が実測した。
全体写真撮影
　作業員用の仮設小屋の屋上から撮影した。
掘り残し確認
　今回の調査は江戸時代末期の佐渡奉行所の復原整備に必要な資料を得るのが直接的な目的であり、江戸
一20一
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時代でも最も新しい生活面を調査するのみで終了し、掘り残し確認は行っていない。
埋め戻し
　調査終了後、人力で浜砂を調査区内の遺構に充填し、遺構外には厚さ10cmで散布した後、重機を用い
て排土を調査区に埋め戻した。
2．層序
　平成6年度から平成10年度にかけて行われた調査で明らかになったように佐渡奉行所跡敷地内では近世
初頭から現代に至るまでさまざまな理由・規模で複雑に盛土や削平が繰り返され、奉行所内の土層に基本
層序を設定するのは大変難しい。そのため、当調査区での独自の層序の捉え方をするという考え方で調査
に臨むことにした。
　幸い、当調査区は土塁という近現代遺構にすっぽり覆われており、近現代以後の撹乱をあまり受けてお
らず、層序の設定が容易であった。
　土塁を構成している土でもそれだけではそこに積もった原因を特定できないが、層位は大きく分けて明
治時代以後の土塁を構成している土と土塁構築以前の生活面になり得る土がある。土質をもとに1層から
VI層の基本層序を観察できた。（図版3v－v’・t－t’・u－u’、図版4・5・16・17）
　1層からV層が土塁を構成している土である。ただV層はしまり粘質ともに乏しく、土塁の下部を構成
するには心もとない印象がある。V層の直下のVI層を遺構検出面にしていることからVI層の年代を考える
ためにこのV層は慎重に掘り下げた。VI層は混入物の少ない黄褐色土である。
　当調査区は佐渡奉行所跡寄勝場地区の北西隅に当たり、地形は全体として北・西に向かって低くなって
いる。土層は地形に沿ってほぼ均質に重なっている様子が観察できたが危険防止のために北側は層序観察
用のトレンチを設定していないことを勘案する必要がある。
1層　土塁の表面を厚く覆う明黄褐色の土。混入物が少ない。
H層　土塁を構成する土を土留めする石垣の裏込め。
皿層　土塁を構成する暗褐色の土。混入物が多い。
IV層　土塁を構成している土で粘質が強い。暗褐色系の土と黄褐色系の土が交互に重なっている。
V層　黒褐色土のブロックに炭・焼土が多く混入した層。しまり・粘性は乏しい。
VI層　黄褐色を呈し、混入物は少ない。この層の上面を検出面にして調査を行った。
3．概観
　佐渡奉行所跡は高低2段の平地で構成されている。南側の標高が高い部分については役所・陣屋・役
宅・御金蔵・堀等のあった所で高台地区、北側の標高の低い部分については寄勝場があった所であり寄勝
場地区とし、高台地区の中でも特殊な遺構と考えられる精錬遺構と鉛土坑については精錬遺構地区、鉛土
坑地区としている（第8図、図版1）。
　当調査区は寄勝場地区の北西隅（図版1・2）に当たり、調査区の西部は遺構の分布が希薄である（図版
3）。調査区の中部・東部では「舩」と呼ばれる木製水槽の埋設に係る土坑や礫を多く出土する土坑、用
一21一
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途不明の溝といった遺構が濃密に分布し、寄勝場地区の他の区域に比べると遺構の保存状態はよかった。
　寄勝場の建物の区画を直接的に示すような遺構は検出されなかったが遺構の分布状態が寄勝場作業用建
物の位置を示唆すると思われる。
　なお遺構が濃密に分布する調査区中部・西部では調査区北側の調査しなかった区域にも遺構が続いてお
り、遺構が同程度に分布している可能性が高い。
4．遺構各説
SKO2（図版3・6・7・17）
　F3－22にある土坑。深さ25cmを測る。舩29に切られる。覆土は単層である。
SXO3（図版3・6・19）
　E3－20・25にある性格不明遺構。　SD　12に切られる。
SXO4（図版3・6・7・17）
　F4－1・2にある性格不明遺構。明治時代以降構築の土塁に伴う石組水路に撹乱されたためか形態不
明。深さ30cmを測る。舩29を切る。
SDO7（図版3・6・7・18）
　F3－17・22にある溝i。検出長は210cm、短径61～88cm、深さ17cmを測る。舩29に切られる。覆土は
単層である。
SXO8（図版3・6・7・18）
　F3－21にある土坑。長径・短径は不明で深さは6cmを測る。底面は轡曲し、側壁は内轡して立ち上
がる。覆土は単層である。
SKO9（図版3・6・7・18）
　F3－16・21にある土坑。調査できない区域にまで遺構が広がっており、形態・規模は不明。掘削可能
な部分も危険防止の為完掘していないが側壁はテラスをもつ。覆土はレンズ状堆積。
SD10（図版3・6・7・18）
　E3－25、　F3－21にある溝。　SK15と舩29に切られ、　SD25との切りあいは不明である。検出長470
cm、短径30～40cm、深さ6cmを測る。底面は瞥曲し、側壁は内瞥して立ち上がる。覆土は単層で炭を多く
含む。
SD12（図版3・6・7・19）
　E3－19・20・24・25にある溝。　SXO3を切り、舩27に切られる。検出長222cm、短径52cm、深さ17cm
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を測る。底面はほぼ水平で、側壁はやや内轡して立ち上がる。覆土はレンズ状堆積。
SK13（図版3・6・7・19）
　E3－20、　F3－16にある土坑。　SK14に切られる。調査できない区域にまで遺構が広がっており形
態・規模は不明。覆土は礫ばかりの単層である。
SK14　（図版3・6・7・19）
　E3－20・25にある楕円形の土坑。　SK13・SD25を切り、　SK15に切られる。深さは24cmを測る。底
面は内轡し側壁は内轡して立ち上がる。覆土はレンズ状堆積。
SK15　（図版3・6・7・19）
　E3－25、　F3－21にある楕円形の土坑。　SD10・SK14を切る。深さは27cmを測る。底面と側壁の
境は不明瞭で側壁は内轡して立ち上がる。覆土は単層である。
SK17（図版3・6・9・22）
　E3－25、　E　4－5にある土坑。舩27に切られる。深さは27cmを測る。底面はほぼ水平で側壁は内膏
して立ち上がる。覆土は水平堆積。
SK18（図版3・6・9・20）
　E4－5、　F4－1にある土坑。　SK19を切る。舩15との関連は不明。深さは32cmを測る。覆土はレ
ンズ状堆積。
SK19　（図版3・6・9・20）
　F4－1にある土坑。　SKl8に切られる。セクションで観察したのみで平面形態・規模は不明。深さは
36cmを測る。底面は響曲している。覆土はレンズ状堆積。
SD20　（図版3・8・9・20）
　E3－18・22・23、　E　4－2・3にある溝。　SK21に切られる。検出長は450cm、短径80cm、深さ
45cmを測る。底面はほぼ水平で側壁はやや内轡して立ち上がる。覆土はレンズ状堆積。
SK21（図版3・8・9・20）
　E3－22・23にある楕円形の土坑。　S　D20を切る。長径216cm、短径128cm、深さ44cmを測る。底面
はほぼ水平で側壁は内轡して立ち上がる。覆土は単層である。
SK22（図版3・8・20）
　E3－24にある土坑。　SK23に切られる。
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SK23（図版3・8・20）
　E3－23・24にある土坑。SK22を切る。
SK24（図版3・6・7・21）
　E3－24にある土坑。深さ14cmを測る。底面は轡曲し側壁は外反して立ち上がる。覆土は礫を多く含
む単層である。
SD25（図版3・6・7・21）
　E3－25にある溝。　SK14・舩27に切られ、　SD10との切れ合い関係は不明。検出長210cm、短径
30cm、深さ10cmを測る。底面はほぼ水平で側壁は内轡して立ち上がる。覆土は単層である。
SK26（図版3・6・7・21）
　F4－1にある長円形の土坑。長径200cm、短径76cm、深さ25cmを測る。底面はほぼ水平で側壁はや
や内轡して立ち上がる。覆土は単層である。
SK27（図版3・4・6・21）
　E3－24、　E　4－4にある性格不明遺構。セクションで観察したのみで平面形態・規模は不明。深さは
45cmを測る。底面は内轡し側壁は内膏して立ち上がる。覆土は単層である。
SX28　（図版3・5・17）
　E3－21にある性格不明遺構。セクションで観察したのみで形態・規模は不明。
SX29　（図版3・6・21）
　E3－24にある石列。検出長は230cmを測る。
SX30（図版3・6・8・21）
　E4－3・4にある石列。検出長は380cmを測る。
SX31（図版3・5・17）
　E3－22・23にある性格不明遺構。SX32に切られる。セクションで観察したのみで形態・規模は不明。
覆土はレンズ状堆積。
SX32（図版3・5・17）
　E3－22にある性格不明遺構。
レンズ状堆積。
SX31を切る。セクションで観察したのみで形態・規模は不明。覆土は
舩27（図版3・6・9・22）
　E3－24・25、　E4－4・5にある不整形の土坑。「舩（ふね）」と呼ばれる木製水槽の埋設に係って掘削
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された遺構と思われる。SDl2・SK17・SD25を切る。この土坑は長径287cm、短径142cm、深さ
36cmを測る。明治時代以降構築の土塁に伴う石組水路によって遺構の南端は大幅に削られている。「舩」
と呼ばれる木製水槽は側壁を構成する部材が比較的原位置を留めているようである。側壁を構成する部材
と底板を構成する部材の出土位置からこの「舩」は長径190cm、短径88cmの長方形と思われる。「舩」の
深さは判然としない。
舩28（図版3・6・9・22）
　E3－25にある方形の土坑。「舩（ふね）」と呼ばれる木製水槽の埋設に係って掘削された遺構と思われる。
この土坑は長径100cm、短径91cm、深さ40cmを測る。底面はほぼ水平で側壁はほぼ垂直に立ち上がる。
覆土はレンズ状堆積。第7層は黄榿色の砂である。
「舩」と呼ばれる木製水槽は側壁を構成する部材が比較的原位置を留めているようである。側壁を構成す
る部材からこの「舩」は長径48cm、短径47cmのほぼ正方形と思われる。「舩」の深さは判然としない。
舩29（図版3・6・9・23）
　F3－16・17・21・22にある溝状の土坑。　SDO7・SD10を切る。「舩（ふね）」と呼ばれる木製水槽の埋
設に係って掘削された遺構と思われる。この土坑は検出長382cm、短径100～118cm、深さ26cmを測る。
底面はほぼ水平で側壁はやや内轡して立ち上がる。覆土はレンズ状堆積。セクションAの第3層は灰白色
の砂である。
「舩」と呼ばれる木製水槽を構成する部材は原位置を留めているとは思われない。ただセクションAから
は短径が91cmの長方形であったと思われる。
その他遺構として扱えるかどうか疑問があるものの、調査期間中に気にかかったものを挙げる。
木製杭か　（図版3・8・23）
　E3－23にある。木材は不明。
粉成用上臼　（図版3・6・23）
　F3－21、　F4－1にある。球穎状流紋岩製の粉成用上白が磨面を上に向けた状態で検出された。埋設
したものか、廃棄によって埋没したものかは判然としない。
木製樋か　（図版3・6・8・23）
　E4－4にある。板が二つ並んでいる状態で出てきた。木材は不明。
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第IV章 、主退 物
1．遺物の分類
　当調査区から出土した遺物は「出土品の取扱い基準」（平成10年12月24日　新潟県教育委員会教育長）に
おける出土品の具体例を参考にして以下のように分類した。
　磁器、陶器、土器、瓦質土器、瓦、石製品、金属製品、銭貨、鉱淫、木製品
2．器種分類
　出土遺物の中でも陶磁器・土器・瓦質土器・石製品の内の鉱山臼は器種分類の基準が調査区によって異
なることが多く、当町でも敢えて分類基準を示すことにする。
　金太郎窯発掘調査報告書［相川郷土博物館1986】、九州陶磁の編年［九州近世陶磁学会2000】、江内遺跡［新潟県教委
1996】、木田遺跡噺潟県教委20011における分類や判断を参考にして陶磁器の器種分類を設定し、以下の表に
摘要事項を添付して示す。
　当調査区で出土していない器種についても枠を設定して今後に備えることにした。なお、肥前・佐渡以
外の生産地で焼造されたものも特に断らない限りはこれに準ずることにする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　第2表　陶磁器の器種分類
器種　名 摘　要事　項
椀 器形・文様による細分は行わない。
小杯 口径10cm未満で深身のものは細部の形態に関わらず、無台のものも含めて小杯とする。
ｽだし、肥前以外の生産地で焼造されたものについては椀に含める。
猪口 九州陶磁の編年［九州近世陶磁学会2000】p170～pl71参照
鉢 口縁部が直線的に伸びるもの、内湾するもの、途中で屈曲するものなど多様な形態がある
ｪ、特に細分しない。
ﾐ口とわかるものは片口と称する。
蓋付鉢 九州陶磁の編年［九州近世陶磁学会2000】p172～p175参照
皿 口縁部形態に関わらず紅皿・紅猪口以外のものを皿とする。
紅皿・紅猪口 九州陶磁の編年［九州近世陶磁学会2000】p151・pl57参照
瓶 瓶・注口付瓶・花生・仏花器・油差し・油壷・水注・神酒徳利・徳利等器種が限定できる
鼾№ﾍその名称を用いる。
]内遣跡1新潟県教委1996】
繽B陶磁の編年［九州近世陶磁学会2000】p60～p63　p192～p201参照
香炉・火入 九州陶磁の編年［九州近世陶磁学会2000】p58～p59　p178～p183参照
仏飯器 九州陶磁の編年［九州近世陶磁学会2000］p184～p186参照
水滴 九州陶磁の編年［九州近世陶磁学会2000］p187～p188参照
合子 九州陶磁の編年［九州近世陶磁学会2000］pl76～p177参照
蓋置 九州陶磁の編年［九州近世陶磁学会2000］p176～pl77参照
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薬壷 九州陶磁の編年［九州近世陶磁学会20001p176～p177参照
人形 九州陶磁の編年［九州近世陶磁学会2000】p189～pl91参照
灯芯押 九州陶磁の編年【九州近世陶磁学会2000］p189～pl91参照
緒締車 九州陶磁の編年［九州近世陶磁学会2000】p189～p191参照
戸車 九州陶磁の編年［九州近世陶磁学会2000】pl89～pl91参照
壷 概ね両掌で持ち運べる大きさのものを壷と称する。
甕 概ね両掌で持ち運べない大きさのものをi甕と称する。ただし、在地産の陶器については金ｾ郎窯跡発掘調査報告書［相川郷土博物館1986］　（P54～P58）の分類に従う。
すり鉢 器形・製作法による細分は行わない。
水指・茶入 器種が限定できる場合はどちらかの名称を使う。
土鍋 金太郎窯跡発掘調査報告書［相川郷土博物館1986］　（P42～P48）参照。
土瓶・水注 器種が限定できる場合はどちらかの名称を使う。なお、「行平鍋」と断言できるものはu行平鍋」と称する。
灯火具 九州陶磁の編年【九州近世陶磁学会20001p55～57参照
植木鉢 金太郎窯発掘調査報告書［相川郷土博物館1986】p67参照
※色絵装飾を施したものについても上に準ずることにする。
　土器・瓦質土器・鉱山臼の器種分類は「相川町埋蔵文化財調査報告第3　佐渡金山遺跡（佐渡奉行所跡）」
における分類に従う。ただし、土器の分類ではA形板状土器という呼称が2つの異なる器形の土器に用い
られる等の混乱がある。
　鉱山臼の部位名称は拍石（はたきいいについては「相川町埋蔵文化財調査報告第3　佐渡金山遺跡（佐渡
奉行所跡）」での記述に従い、粉成用上臼と粉成用下臼については「鉱山臼から見た中・近世貴金属鉱業
の技術系統」（今村啓爾1990）での整理に従う。
3．遺物各説
SKO2出土品　（図版10・24－1～5）
　肥前系磁器（1）　1は椀。外面には染付により梅樹文を表す。
　陶器（2・3）　2は肥前系陶器の鉢と思われる。白化粧土による刷毛目文の上に透明粕を施す。3は在
地産陶器のすり鉢の体部片。内外面に鉄紬を施し、単位当たりの卸目の条数は多い。
　土器（4・5）4・5は皿。5は器壁が著しく厚い。
SXO4出土品　（図版10・13・24・29－6～11、150）
　肥前系磁器（6）6は椀。器壁は薄く、口縁部はやや内湾気味になる。外面には染付により草花文を表す。
　陶器（7・8）　7は肥前系陶器の鉢。白化粧土による刷毛目文の上に透明紬を施す。8は生産地不明陶
器の口縁部片。口縁端部が外側に肥厚し、内外面には透明粕の上に白化粧土を掛ける。
　土器（9・10）　9は焙烙。胎土は粗く榿色を呈し、焼成は堅緻である。口縁部と内面はナデ調製を施し、
外面体部は型打ち成形の後に入念な調整を施していない。10は五徳状土器。直径3cm程の孔を穿つ。表
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面に付着物が見られる。
　鉱津（11）11は板状の鉱澤。黒色を呈する。
　木製品（150）150は下駄。歯と台座を一木で作った連歯下駄である。木取りは横木取りで、表面に黒色
の漆が残る。
SKO9出土品　（図版10・24－12～19）
　肥前系磁器（12・13）12・13は椀。12は外面に染付による梅樹文を表す。13は細身で低い高台をもち、
器壁は薄い。内面には染付による草花文を表す。
　陶器（14・15）14は在地産陶器の鉢。内外面に透明粕を施す。15は肥前系陶器のすり鉢。口縁部が外反
し、口縁部外面下端が肥厚する。内外面に鉄粕を施す。
　土器（16～19）16は口縁部片。器種は不明である。胎土は砂粒を含み粗く黄榿色を呈し、焼成は堅緻で
ある。内外面にナデ調製を施し、口縁端部を面取りする。17・18は底部片。17は器種不明である。胎土は
砂粒を含み粗く橦色を呈し、焼成は堅緻である。内面には横ナデ痕が残るが外面にはミガキを施している。
18は器種不明である。胎土は粗く灰白色を呈し、焼成はややあまい。内面には横ナデ痕が残るが外面はミ
ガキを施している。19は輔の羽口。胎土は砂粒を多く含み粗く、焼成は堅緻である。外郭は断面四角形を
呈し、断面円形の孔が貫ける。外面に付着物が見られる。
SK13出土品　（図版10・24－20～22）
　肥前系磁器（20）20は椀。外面に染付による梅樹文を表す。
　土器（21・22）21は手焙火鉢か。胎土は砂粒を含み粗く黄燈色を呈し、焼成は堅緻である。内面には横
ナデ痕が見られるが外面は縦方向にミガキを施し、外面底部には静止糸切り痕が残る。口縁端部は面取り
する。器壁は厚く、体部は斜め上方に立ち上がり、あまり深い器ではない。22は輔の羽口。胎土は砂粒を
多く含み粗く、焼成は堅緻である。外郭は断面円形を呈し、断面円形の孔が貫ける。端部に付着物が見ら
れる。
SK15出土品　（図版10・24・25－23～25）
　肥前系磁器（23）23は皿。細身の低い高台をもつ。内外面に青磁染付による文様を施し、内面には草花
文を表す。
　土器（24・25）24・25は焙烙。いずれも胎土は粗く燈色を呈し、焼成は堅緻である。口縁部と内面はナ
デ調製を施し、外面体部は型打ち成形の後に入念な調整を施していない。
SK18出土品　（図版10・25－26）
　その他の磁器（26）26は生産地不明の時期の皿。器壁は薄く、低平で断面三角形の高台をもち、体部は
外反しながら立ち上がる。呉須染付・鉄粕による装飾の上に透明紬を施す。
SD20出土品　（図版10・25－27～36）
　肥前系磁器（27・28）27・28は椀。27は器壁が薄く、外面には染付による草花文を表す。28は細身の高
台をもち、外面には染付による二重網目文を表す。
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　陶器（29～33）30・31は関西系陶器である。30は土瓶。器壁は薄く、体部は斜め上方に立ち上がり、口
縁部は上方に屈曲して端部を面取りする。内外面に鉄紬を施すが口縁端部及び内面体部下半は露胎である。
31は土瓶・土鍋の底部片。器壁は薄いが体部の立ち上がる部分がやや厚くなる。外面体部下半には転倒防
止の突起が見られる。回転ヘラ削り痕が顕著に残る。外面体部上半に鉄紬を施していたのが窺える。29は
瀬戸・美濃系陶器の椀。器壁は薄く、口縁部は外反する。内外面に緑色の粕を施し、上から透明粕を掛け
る。32・33は在地産陶器の鉢である。32は口縁部が外側に屈曲する。内外面に透明粕を施す。33は底部片。
断面四角形の高台を削り出す。内外面に鉄粕を施すが外面底部は露胎である。見込には重ね焼きの痕が見
られる。
　土器（34～36）34は皿の底部片。胎土は褐色を呈し粗く、焼成は堅緻である。器壁は厚い。外面底部に
は回転糸切痕が見られる。35は口縁部片。器種は不明である。胎土は砂粒を含み密で燈色を呈し、焼成は
堅緻である。内面には横ナデ痕が残るが外面には磨きを施している。口縁端部は面取りしている。36は焙
烙。胎土は砂粒を含み粗く燈色を呈し、焼成は堅緻である。口縁部と内面はナデ調製を施し、外面体部は
型打ち成形の後に入念な調整を施していない。
SK21出土品　（図版10・25－37～43）
　肥前系磁器（37～39）37～39は椀。37は外面に染付による梅樹文を表す。38は器壁が薄く、外面には染
付による草文を表す。39は体部片。内外面に染付による文様を表す。
　陶器（40・41）41は肥前系陶器の水注。外面に透明粕を施す。40は関西系陶器の椀。器壁は薄く、口縁
部は外反する。内外面に透明粕を施し、表面は貫入が見られる。
　土器（42・43）42は皿。胎土は密で榿色を呈し、焼成は堅緻である。43は焙烙。胎土は粗く褐色を呈し、
焼成は堅緻である。口縁部と内面はナデ調製を施し、外面体部は型打ち成形の後に入念な調整を施してい
ない。
SK26出土品　（図版10・25－44～46）
　肥前系磁器（44）44は皿。内外面に染付による一重圏線を表す。
　陶器（45）45は生産地不明陶器の体部片。器種は不明である。白化粧土による装飾の上に透明粕を施す。
　土器（46）46は輔の羽口。胎土は砂粒を多く含み粗く榿色を呈し、焼成は堅緻である。外郭は断面四角
形を呈し、断面円形の孔が貫ける。外面に付着物が見られる。
舩27出土品　（図版10・25－47～54）
　肥前系磁器（47）47は椀。低平な高台をもち、体部は筒型を呈す。外面には青磁粕を施し、内面見込に
は染付による五弁花文を表す。
　その他の磁器（48）48は瀬戸・美濃系磁器の椀。器壁は薄く、細身の高い高台をもち、口縁端部は尖り
気味に仕上げる。内外面に染付による文様を表す。
　陶器（49～52）49は肥前系陶器の皿。口縁部と内面に透明粕を施し、外面は露胎である。50は関西系陶
器の土瓶・土鍋の底部片。器壁は薄いが体部の立ち上がる部分がやや厚くなる。外面体部上半に透明粕を
施す。51・52は在地産の陶器である。51は皿の底部片と思われる。内面には透明粕により意匠不明の模様
を表すが、外面は露胎である。52は鉢。口縁部は外側へ屈曲し、内外面に透明紬を施す。
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　土器（53・54）53は底部片。器種は不明である。胎土は砂粒を含み粗く黄褐色を呈し、焼成は堅緻であ
る。内面には横ナデ痕が残るが外面には磨きを施している。54は焙烙。胎土は粗く黄褐色を呈し、焼成は
堅緻である。口縁部は外側へ折り返し、口縁端部は面取りする。口縁部内面から窟孔が見られるが外面に
突き抜けていない。口縁部と内面はナデ調製を施し、外面体部は型打ち成形の後に入念な調整を施してい
ない。外面には付着物が見られる。
舩28出土品　（図版11・26－55～58）
　肥前系磁器（55）55は椀。外面に染付による梅樹文を表す。
　陶器（56～58）57は高取・萩産の椀の底部片。削り出し高台をもち、高台内には削り残しが螺旋状に残
る。白化粧土による装飾の上に透明粕を施す。56は生産地不明陶器の鉢。背の高い高台を削り出す。白化
粧土による刷毛目装飾の上に透明紬を施す。58は在地産の鉢。口縁部が外側へ屈曲する。内外面に透明粕
を施すが二次被熱のため変色している。
舩29出土品　（図版11・26－59～68）
　肥前系磁器（59～61）59～61は椀。59は外面に染付による装飾を表す。60は細身の高台をもち、器壁は
薄い。外面には染付による装飾を表す。61は細身で低い高台をもち、見込には染付による線描きの花文を
表す。
　陶器（62～64）62は肥前系陶器の鉢。口縁部は外側へ肥厚し、口縁端部は面取りする。白化粧土の上に
透明紬を施すが口縁端部は露体である。63・64は在地産陶器である。63はすり鉢。口縁部は外反し、口縁
端部は丸く仕上げる。内外面に透明粕を施す。64は鉢。口縁部が外側へ屈曲する。内外面に透明粕を施す。
　土器（65～67）65は皿。胎土は密で燈色を呈し、焼成は堅緻である。器壁は厚く、口縁端部は尖らせる。
66は鉢と思われる。胎土は砂粒を含み粗く、焼成は堅緻である。体部は斜め上方に立ち上がり、口縁部は
内側に肥厚する。内面には横ナデ痕が残るが外面は磨いている。67は輔の羽口。胎土は砂粒を多く含み粗
く燈色を呈し、焼成は堅緻である。外郭は断面四角形を呈し、断面円形の孔が貫ける。一方の端部が外
郭・内郭ともに小さくなる。外面に付着物が見られる。
　鉱津（68）68は板状の鉱津。黒褐色を呈する。
包含層・その他出土品　（図版11・12・13・14・26・27・28・29・30－69～149・151～154）
　肥前系磁器（69～81・84～88）69・73～81・88は体部は丸みをもって立ち上がる器形の椀。69は背が高
く断面U字状を呈する高台をもち、内外面に染め付けによる圏線等を表す。73は断面U字状を呈する高台
をもち、外面には染付による二重網目文を表す。74～76は外面に染付けによる梅樹文を表す。77～79は細
身の低い高台をもち、体部は腰が張り口縁部に向かって内湾しながら立ち上がる器形であろう。77は内面
口縁部に染付による四方檸文、78は外面に染付による矢羽文を表す。80は内外面に染付による素描きの雷
文、草花文を表す。81は外面に染付による二重格子目文を表す。88は外面に染付による草花文を表す。
71・72は体部が筒型を呈する器形の椀。71は断面四角形の低平な高台をもち、内外面には染付による圏線
等を表し、見込には五弁花が見られる。72は内外面に染付による文様を施し、内面口縁部には四方穆文、
外面には草花文を表す。
77・84・85は皿。77は背の低い高台をもち、高台内は蛇の目粕剥ぎする。内面には染付による文様を施す。
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84は器壁が薄く、内面には染付による二重斜格子文を表す。85は断面三角形の高台をもち、内外面に染付
による圏線等を表し、見込には五弁花・高台内には渦福が見られる。
86・87は瓶類。いずれも外面に染付による文様を施し、内面は露胎である。87は外面に退化したタコ唐草
文を表す。
　その他の磁器（82・83）82・83は瀬戸・美濃系磁器の椀。82は口縁部が外反する器形である。内外面に
染付による圏線・草花文を表す。83は背が高く細身の高台をもち、外面には染付による四方檸文・窓絵の
山水文を表す。
　陶器（89～113）89～98は肥前系陶器である。89～96は鉢。89・90は口縁部をまっすぐに仕上げるもの。
白化粧土による刷毛目装飾の上に透明紬を施す。91は口縁部を外側に折り返し、玉縁状に仕上げるもの。
白化粧土による刷毛目装飾の上に透明柚を施す。92は口縁部が外側に屈曲し、口縁端部は上方へ屈曲する
もの。白化粧土の上に透明粕を施す。93は口縁部が外側に肥厚し、口縁端部を面取りするもの。白化粧土
の上に透明粕を施す。内面には削り痕が顕著に残る。94は断面四角形の高台をもち、底部の器肉は厚い。
透明紬を施すが外面底部は露胎である。見込には重ね積みの痕が見られる。95・96は細身で背の高い高台
をもち、白化粧土による刷毛目装飾の上に透明粕を施すが外面底部は露胎である。見込蛇の目粕剥ぎして
いる。97は椀。低平で断面四角形の高台をもつ。外面には鉄紬、内面には透明紬を施し貫入が見られる。
98はすり鉢。口縁部が外反し、口縁部外面下端が肥厚する。内外面に鉄粕を施す。
99～108は関西系の陶器である。99・100は椀で内外面に透明紬を施す。100は外面に透明紬の上から色絵
付している。101は口縁部が外反する。白化粧土・鉄粕による装飾の上に透明紬を施す。102・103は皿。
102は口縁部と内面に透明軸を施す。外面には煤が付着する。103は細身の高台をもち、透明紬の上に白化
粧土を掛ける。高台内は露胎である。104・106・108は土瓶蓋・土瓶。外面は白化粧土の上に鉄絵等によ
る装飾を施し、透明粕を掛ける。106は器壁は薄く、体部は斜め上方に立ち上がり、口縁部は上方に屈曲
して端部を面取りする。内外面に鉄粕を施すが口縁端部及び内面体部下半は露胎である。108は底部片。
内面に鉄粕が掛かる。105は瓶類。外面は白化粧土の上に鉄絵による装飾を施し、透明粕を掛ける。107は
土鍋。口縁部は外側に屈曲し、口縁端部は上方へ屈曲する。鉄紬を施すが外面体部下半は露胎である。
109～113は在地産の陶器である。109・110は鉢。109は口縁部が外方へ屈曲する。内外面に鉄粕を施す。
110は底部片。背が高く細身の高台をもち、内外面に鉄粕を施すが外面底部は露胎である。見込には重ね
積み痕が見られる。111・112はすり鉢。111は口縁部が外反し、口縁端部は丸く仕上げる。内外面に透明
紬を施す。112は口縁部が外反し、口縁端部は面取りする。鉄粕を施す。113は土瓶の注口部分。注口の付
け根には孔が3つある。内外面に透明粕を施す。
　土器（114～141）114～119は皿。114～116は底部に回転糸切痕が残る。114は胎土は砂粒を含み密で榿
色を呈し、焼成は堅緻である。115は胎土は密で燈色を呈し、焼成は堅緻である。116は内外面に煤が付着
する。117は胎土は密で燈色を呈し、焼成は堅級である。底部に静止糸切痕が残る。118は胎土は砂粒を含
み密で黄褐色を呈し、焼成は堅緻である。器厚が厚く、口縁端部は摘んで尖らせる。119は口縁部を丸く
仕上げる。胎土は密で燈色を呈し、焼成は堅緻である。
120～123は輔の羽口である。いずれも外郭は断面四角形を呈し、内郭は断面円形である。120は胎土は砂
粒を含み粗く、橿色を呈する。器厚は薄く、内外面に付着物が見られる。121は胎土は砂粒を含み密で榿
色を呈し、焼成は堅緻である。122は胎土は砂粒を含み粗く黄褐色を呈し、焼成は堅緻である。123は胎土
は粗く黄褐色を呈し、焼成は堅緻である。
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124～127は五徳状土器である。いずれも器厚は1．5cm強を測り、孔を穿っていたようである。また一方の
表面に黒褐色の付着物が見られる。124は胎土は礫を含み粗く黄燈色を呈し、焼成は堅緻である。125は胎
土は粗く黄燈色を呈し、焼成は堅緻である。126は胎土は礫を含み粗く黄燈色を呈し、焼成は堅緻である。
127は胎土は粗く黄褐色を呈し、焼成は堅緻である。
131・132は手焙火鉢と思われる。いずれも胎土は砂粒を含み密で黄褐色を呈する。125は底部片。131・
132は内面に横ナデの痕が残るが外面は磨いている。口縁端部は面取りする。
129・130は口縁部片。器種は不明である。129は胎土は礫を含み密で榿色を呈し、焼成は堅緻である。口
縁部は内側に肥厚し、口縁端部は面取りしている。外面を黒色処理している。130は胎土は砂粒を含み粗
く、焼成は堅緻である。体部はまっすぐ立ち上がり口縁部は内側に肥厚する。内面は横ナデ痕が残るが外
面は磨いている。
133～141は焙烙。134～141はいずれも口縁部と内面はナデ調製を施し、外面体部は型打ち成形の後に入念
な調整を施していない。133も同様と思われる。133は胎土は粗く燈色を呈し、焼成は堅緻である。134は
胎土は粗く黄褐色を呈し、焼成は堅緻である。口縁部には吊り下げるための孔を穿つ。135は胎土は粗く
灰白色を呈し、焼成は堅緻である。136は胎土は粗く榿色を呈し、焼成は堅緻である。137は胎土は砂粒を
含み粗く、焼成は堅緻である。138は胎土は粗く黄褐色を呈し、焼成は堅緻である。139は胎土は粗く黄燈
色を呈し、焼成は堅緻である。口縁部に吊り下げる為の孔を穿つ。140は胎土は粗く黄榿色を呈し、焼成
は堅緻である。141は胎土は粗く黄榿色を呈し、焼成は堅緻である。
　瓦質土器（142）　142は体部片。器種は不明である。胎土は粗く灰白色を呈し、焼成は堅緻である。黒
色処理を施し、内面には横ナデ痕が残るが外面は磨いている。外面にはスタンプの四方檸文を施す。
　瓦（143）　143は丸瓦である。胎土は密で灰白色を呈し、焼成は堅緻である。内面に布目痕が見られる。
　金属製品（144・145）　144は鉄製の釘である。錆の付着が著しい。145は煙管である。雁首の部分が欠
損している。木製の管が残存している。緑青が表面に付着している。
　銭貨（146）　146は寛永通宝である。裏には「文」の字を鋳出す。
　鉱津（カラミ）（147・148）　147・148は板状の鉱澤。いずれも一方の面が平坦なのに対してもう一方の
面は凹凸が激しい。黒褐色を呈する。
　木製品（151）　151は下駄。歯と台座を一木で作った連歯下駄である。木取りは横木取りである。
　石製品（149・152～154）　149は硯。裏面に文字を線刻する。
152は拍石。一部が欠損している。現存する窪みは4つ。新旧関係ははっきりしない。
153は粉成用上白。上部や側面が欠損している可能性が高い。磨面には粉砕時に鉱石粒によってできると
思われる条痕が同心円状に見られる。同心円の中心に上部からほぼ垂直に供給孔が貫通している。供給孔
の磨面側の出口では3つの小さな挟りが供給孔に接して入る。石材は球穎状流紋岩を用いる。
154は粉成用下臼。下部が欠損している。磨面は1つ。磨面には粉砕時に鉱石粒によってできると思われ
る条痕が同心円状に見られる。同心円の中心に上部からほぼ垂直に軸穴が貫通している。軸穴の磨面側の
端の周囲から磨面の端にかけて断面箱型の溝がある。石材は礫岩を用いる。吟村啓爾19901
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V　まとめにかえて
第V章　まとめにかえて
　今回の調査で佐渡奉行所跡寄勝場地区を考古学的に調査する機会は半永久的に終了したといってよい。
そこで今後は資料を研究・活用する方向に進むべきことは言うまでもなく、それは平成6年度～平成10年
度に行った調査の成果に今回の調査の成果を付け足して行われることになるだろう。まとめにかえて本書
の要約を以下に記す。
要 約
1．佐渡金山遺跡（佐渡奉行所跡）は新潟県佐渡郡相川町大字広間町1番地に所在する。遺跡は海成段丘の
海側の端部に立地し、遺跡の南北は濁川（北沢）と間切川（南沢）によって侵食され、舌状台地の景観を呈す。
2．調査は国史跡佐渡奉行所跡寄勝場の復原整備に伴い、平成12年度に相川町教育委員会が実施した。実
質的な調査面積は220㎡である。
3．調査の結果、中世末・近世の遺物が出土し、近世の遺構が検出された。
4．遺構には「舩」と呼ばれる木製水槽の埋設に係る土坑、礫を多く出土する土坑、用途不明の溝、石列、
その他が調査区の中部・東部から集中的に検出され、この状況は寄勝場建物の位置を示すと思われる。
5．遺物には磁器・陶器・土器・瓦・石製品・金属製品・銭貨・鉱澤・木製品がある。
　磁器は肥前系のものが大半であるが、瀬戸・美濃系のものが定量存在する。陶器は磁器に比べて肥前
系のものの比率が低く、関西系や在地産のものがある程度の比率を占める。
6．土器には多様な器種があり、その多くが在地産の可能性がある。
7．遺跡は17世紀初頭以来、佐渡奉行所に隣接する地役人拝領地だった所を18世紀半ばに鉱石精錬作業場
　として造成しなおし、明治時代に至った。陶磁器の年代観から出土遺物は18世紀半ば以降のものがほと
　んどと思われる。
課題は山積しているが、本書の整理担当者としては、現段階では資料の呈示に留めて筆を置くことにする。
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文部省　1994『文部省告示第73号』
山本仁1966「二見半島考古歴史調査報告第1号中世の二見」『相川郷土博物館報第5号』

遺構全体図（相川町教委2001より転載）
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図版5
東西メインセクション　その1
1．10YR5／3明黄褐色土　しまり弱　粘性弱
　10YR6／6明黄褐色土ブロック　しまり強　粘性弱混入
2．10YR6／4にぶい黄燈色粘土
　10YR4／1褐灰色土　しまり中　粘性中
　礫（50～100mm）混入
　炭化物（5～10mm）混入
3．10YR5／3にぶい黄褐色土　しまり弱　粘性弱
　10YR6／6明黄褐色土ブロック　しまり強　粘性弱多く混入
4．25Y4／1黄灰色シルト
　礫（5～10mm）混入
　炭化物（5mm程度）わずかに混入
5．75YR3／1黒褐色土　しまり弱　粘性弱
　礫（5～30mm）混入
　焼土（5～10mm）少量混入
　炭化物（5～20mm）多く混入
6．75YR3／1黒褐色砂質土　しまり弱　粘性無し
　礫（5～30mm）混入
　焼土（5mm程度）多く混入
　炭化物（5～20mm）混入
7．10YR4／3にぶい黄褐色土　しまり有り　粘性中
　礫（5～10mm）少量混入
　焼土（2～5mm）わずかに混入
　炭化物（2～5mm）わずかに混入
v［層 7
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東西メインセクション　その2
1．10YR2／1黒色土　しまり弱　粘性弱
　礫（5～50mm）混入
2．10YR6／6明黄褐色土　しまり強　粘性弱
　10YR5／3にぶい黄褐色土　しまり強　粘性弱
　礫（5～50mm）混入
　炭化物（5～20mm）混入
3．10YR4／4褐色土　しまり強　粘性強
　10YR6／6明黄褐色砂ブロック（5～10mm）混入
　礫（1～100mm）混入
　焼土（5mm程度）わずかに混入
　炭化物（5～10mm）少量混入
4．10YR5／6黄褐色土　しまり中　粘性中
　礫（1～100mm）混入
　炭化物（5～10mm）わずかに混入
5．25Y5／2暗灰黄色土　しまり強　粘性弱
　10YR3／3暗褐色土　しまり強　粘性強
　10YR5／6黄褐色土　しまり中　粘性強
　礫（1～50mm）混入
　焼土（5～10mm）少量混入
　炭化物（2～10mm）少量混入
6．10YR3／2黒褐色土　しまり中　粘性弱
　10YR5／3にぶい黄褐色土　しまり強　粘性強
　礫（2～100mm）混入
　焼土（2～10mm）混入
　炭化物（2～10mm）混入
7．10YR5／3にぶい黄褐色土　しまり強　粘性強
　10YR3／2黒褐色土　しまり中　粘性弱　少量混入
　礫（2～100mm）混入
　焼土（2～10mm）混入
　炭化物（2～10mm）
8．10YR5／3にぶい黄褐色土　しまり強　粘性強
　　10YR5／1褐灰色土　しまり強　粘性強
　　礫（2～100mm）混入
　　焼土（2～10mm）わずかに混入
　　炭化物（5～10mm）混入
　　鉄分わずかに混入
9．10YR4／1褐灰色粘土
　　10YR8／1灰白色シルト
　　礫（5～70mm）混入
　　焼土（5～10mm）わずかに混入
　　炭化物（5～20mm）多く混入
10．10YR6／1褐灰色土　しまり中　粘性中
　　礫（5～100mm）混入
　　焼土（2～30mm）少量混入
　　炭化物（5～20mm）混入
11．10YR3／2黒褐色土　しまり中　粘性強
　　礫（5～50mm）混入
　　焼土（5～101nm）混入
　　炭化物（5～10mm）混入
12．10YR6／6明黄褐色土　しまり中　粘性弱
　　10YR5／1褐灰色土　しまり強　粘性弱少量混入
　　礫（2～50mm）混入
　　炭化物（5～20mm）混入
13．10YR6／4にぶい黄燈色粘土
　　礫（50～100mm）混入
　　炭化物（5～10mm）少量混入
14．10YR6／4にぶい黄橿色粘土
　　10YR4／1褐灰色土　しまり中　粘性中
　　礫（50～100mm）混入
　　炭化物（5～10mm）混入
15．75YR3／1黒褐色土　しまり弱　粘性弱
　　礫（5～30mm）混入
　　焼土（5～10mm）少量混入
　　炭化物（5～20mm）多く混入
16．10YR5／2灰褐色土　しまり中　粘性弱（砂質である）
　　焼土（2～5mm）わずかに混入
　　炭化物（2～10mm）混入
17．10YR4／3にぶい黄褐色土　しまり弱　粘性中
　　焼土（2～5mm）少量混入
　　炭化物（5～10mm）混入
18，75YR3／1黒褐色土　しまり弱　粘性弱
　　礫（5～30mm）混入
　　焼土（5～10mm）少量混入
　　炭化物（5～20mm）多く混入
19．10YR6／4にぶい黄褐色粘土
　　N4／0灰色粘土
　　炭化物（5～60mm）混入
20．10YR5／1褐灰色土　しまり中　粘性中
　　10YR8／1灰白色砂（10mm程度）少量混入
　　10YR7／4にぶい黄橦色砂（5～10mm）わずかに混入
　　炭化物（5～10mm）混入
21．10YR4／1褐灰色土　しまり中　粘性中
　　焼土（2～3mm）わずかに混入
　　炭化物（5mm程度）少量混入
22，10YR8／1灰白色シルト
　　10YR4／3にぶい黄褐色土
23．5Y7／4浅黄色砂
　　炭化物（5～50mm）わずかに混入
　　鉄分（5mm程度）少量混入
24．10YR5／2灰黄褐色土　しまり中　粘性中
　　10YR8／1灰白色シルト
　　10YR7／8黄橿色シルト
　　炭化物（5～30mm）多く混入
　　鉄分（10mm程度）わずかに混入
25．10YR5／2灰黄褐色土　しまり中　粘性中
　　10YR8／1灰白色シルト少量混入
　　炭化物（5mm程度）少量混入
26．10YR5／1褐灰色土　しまり中　粘性中
　　10YR8／1灰白色シルト（10～30mm）少量混入
　　焼土（5mm程度）わずかに混入
　　炭化物（5～20mm）多く混入
27．10YR4／3にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性中
　　礫（5～10mm）少量混入
　　焼土（2～5mm）わずかに混入
　　炭化物（2～5mm）わずかに混入
1 層 1◆2・3．4．5．6・7・8・9・10・11◆12．13・14
V 層 15・16・18
遺構覆土
明
27
17（SX32）・20・21・22・23（SX31）・26（SX28）
不 19◆24・25
0 （140） 2m
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SKO2・舩29
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SKO2
1．10YR4／1褐灰色土　しまり中　粘性中
　　礫（20～40mm）少量混入
　　焼土ブロック（5mm程度）少量混入
　　炭化物（5～30mm）多く混入
　　木片混入
舩29
1．10YR3／2黒褐色土　しまり中　粘性中
　　礫（20～40壇nm）少量混入
　　焼土ブロック（5mm程度）少量混入
　　炭化物（5～30mm）多く混入
　　木片混入
SDO7・舩29
　d
S
SXO4
1．10YR4／1褐灰色土　しまり中　粘性中
　　礫（5～10mm）少量混入
　　焼土（5mm程度）少量混入
　　炭化物（5～10mm）多く混入
2．10YR4／1褐灰色土　しまり中　粘性中
　　10YR5／1褐灰色砂　混入
　　10YR8／1灰白色砂　わずかに混入
　　炭化物（5～10㎜⑭鎚入
d’
　　4α600
2厄
SDO7
1．10YR4／2灰黄褐色土　しまり中　粘性中
　　10YR5／1褐灰色土　少量混入
　　10YR8／1灰白色砂　混入
　　焼土（2－10㎜）わずかに混入
　　炭化物（2～10mm）多く混入
SD10
f1」一・・555
SD10セクションその1
1．10YR4／1褐灰色土　しまり中　粘性中
　　10YR8／1灰白色砂　混入
　　焼土（5mm程度）少量混入
　　炭化物（5mm程度）多く混入
鈴§ρ
ご甥 “
舩29
1．10YR4／1褐灰色土　しまり中　粘性中
　　礫（5～100mm）少量混入
　　焼土（5mln程度）わずかに混入
　　炭化物（5～20mm）少量混入
2．10YR4／1褐灰色砂　しまり弱　粘性弱
　　10YR8／1灰白色砂　わずかに混入
　　焼土（2～3mm）少量混入
　　炭化物（2～5mm）混入
SD10
91上．4・61・
SD10セクションその2
1．炭化物
　　10YR8／1灰白色砂（2－10㎜）混入
SXO8
1．N4／0灰色土　しまり強　粘性弱
　　礫（5～40mm）少量混入
　　焼土（2～10mm）わずかに混入
　　炭化物（5～10mm）少量混入
SKOg
　e e
1
4α440
SKO9
1．10YR8／1灰白色シルト
　　礫（5～30mm）多く混入
2．10YR4／3にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性中
　　10YR8／1灰白色シルトブロック（15mm程度）混入
　　礫（5～10mm）少量混入
　　焼土ブロック（2～5mm）わずかに混入
　　炭化物（2～5㎜）わずかに混入
3．10YR4／2灰黄褐色土　しまり弱　粘性弱
　　10YR8／1灰白色シルト混入
　　炭化物（5mm程度）少量混入
4．10YR5／2灰黄褐色土　しまり弱　粘性弱
　　10YR8／1灰白色シルト混入
　　礫（5～10mm）少量混入
　　炭化物（5～10mm）少量混入
5．10YR4／1褐灰色土　しまり中　粘性中
　　10YR4／2灰黄褐色土　しまり中　粘性中
　　礫（5迦㎜）少賊入
　　炭化物（5～10mm）少量混入
SD12
　h ⊥4α650
SD12
1．25Y6／4にぶい黄褐色土　しまり中　粘性中
　　10YR8／1灰白色シルト　混入
　　焼土（10mm程度）わずかに混入
2．10YR8／1灰白色シルト
　　焼土（5mm程度）わずかに混入
　　炭化物（5㎜程度）少量混入
SIく24
　k
S
k’
一40660
SK24
1．10YR4／2灰黄褐色土
　　礫　混入
　　炭化物　混入
SK13・14
　i i’　　4α550
SKI3・SK14セクション
SI（13
1．礫
SKI4
1．10YR4／1褐灰色土　しまり中　粘性中
　　焼土（5～10mm）少量混入
　　炭化物（5～10mm）混入
2．10YR4／3にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性中
　　10YR8／1灰白色砂　混入
　　礫（5～10㎜）少量混入
　　焼土（2～5mm）わずかに混入
　　炭化物（5㎜雛）わずかに混入
　　鉄分わずかに混入
SD10・SK15
　j ⊥40540
ご
SK15
1．10YR4／1褐灰色土　しまり中　粘性中
　　10YR6／6明黄褐色土　少量混入
　　10YR8／1灰白色砂　少量混入
　　焼土（5～1（㎞m）わずかに混入
　　炭化物（5～10mm）少量混入
　　木片　少量混入
SD10
1．10YR4／1褐灰色土　しまり中　粘性中
　　10YR8／1灰白色砂　混入
　　焼土（5mm程度）少量混入
　　炭化物（5mm程度）多く混入
SD25
　1 11@4α600
SD25
1．10YR4／1褐灰色土　しまり中　粘性中
　　25Y7／6明黄褐色粘土（10mm程度）わずか
　　に混入
　　10YR8／1灰白色砂（5mm程度）混入
　　焼土（2～5mm）少量混入
　　炭化物（5～20mm）混入
SK26
m W
　　コ＿里＿40．540
0
SK26
1．10YR5／1褐灰色土　しまり弱　粘性弱
　　10YR5／2灰黄褐色土　しまり弱　粘性弱
　　礫（5～10mm）混入
　　鉄分混入
　　木片混入
（140） 2m
図版8 遺構実測図2
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調査区より佐渡奉行所跡高台地区を望む
図版16 遺構
調査区全景（東から〉
南北メインセクション①（東から）
南北メインセクション③（東から）
南北メインセクション②（東から）
南北メインセクション④（東から）
遣構
東西メインセクションその2①（北から）
東西メインセクションその2③（北から）
蘇
ぷ鐡
SKO2　断面（北から）
SXO4　断面（西から）
図版17
東西メインセクションその2②（北から）
東西メインセクションその2④（北から〉
SKO2（西から）
SXO4　（南から〉
図版18
SXO7（南西から）
SXO8（西から）
SKO9　（北から）
SD10　断面その2（東から）
遺構
譲
鎌
SXO8　断面（西から）
SKO9　断面（西から）
灘
漸ぷ〉
己講
．紗×
家灘響
SDIO　断面その1（東から）
SD］0（東から）
遺構
SD12　断面（北から）
SK13　断面（西から）
SK13（北西から）
SK14・15切り合い（北から）
図版19
SXO3、　SD12（南から）
・れ ?ｦ　乏惑ぐ
縫嚢、
轟灘簿
SK13・14　断面（西から）
SK13・14（西から）
SK15（南東から）
図版20
SK18　断面（南から）
SK19　断面（南から）
SD20　（北から）
灘
「　1　　　　　　　　　「
べ籔譲　・．
謬べ総，
　　　．浮「ジ壱
SK2］（西から）
遺構
舩15、SK18（南から）
講ピ1灘
SD20、　SK21切り合い（北から）
SK21断面（西から）
SK22（右）、SK23（左）切り合い（東から）
遺構
SK24　断面（南から）
SD25　断面（北東から）
SK26（東から）
SX29　（北から）
図版21
SK24（南西から〉
SD25（北東から）
SX27　断面（東から）
SX30（南東から）
図版22
SK17　断面（南から）
灘．
舩27　断面（西から）
罎欝難
羅
舩28　断面（北から）
舩28　木製枠の外に溜まった砂（西から）
遺構
舩27　断面（南から）
SK17（右）、舩27（中）　（南から）
舩28　木製枠（南から）
舩28（東から）
遺構
．M・ジ磁
SDO7（左）、舩29（右）断面（北から）
べ　娯“
舩29（南から）
粉成用上臼（東から）
図版23
舩29　断面（南から）
木製杭（北から）
曝講
木製樋（南から）
※麟
図版24　遺物　　SKO2（1～5）・SXO4（6～1D・SKO9（12～1g）・SK13（20～22）
　　SK15　（23・24）
　　16　　、
遺物　　SK15（25）・SK18（26）・SD20（27～36）
　　　SK26（44～46）・舩27（47～54）
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図版26　遺物　　舩28（55～58）・舩29（59～67）　包含層・その他（68～83）
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